
公表日：2023年　1月　18日 事業所名：Orange

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

基準となっているガイドラインに比べても広いス
ペースを確保している。
施設設備や活動スペースの周知のためリモート
内見システムを取り入れている。

100％が「はい」と回答
結果に満足せず、これからも児童が安心し
て活動できるスペースの確保に取り組んで
いく。

2 職員の適切な配置

基準を大きく上回る配置を行い、かつ９割を正社
員の配置としている。専門性についても10年以
上障害福祉を専門にしてきた職員やなどを配置
している。

95％が「はい」と回答
職員のスキルアップや成長できる環境づくり
に努めて、専門性について今後も高めてい
く。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

入口に階段がありバリアフリーが徹底できていな
い。玄関からは段差の解消をしている。

85％が「はい」と回答
「わからない」15％

入り口前に階段がありバリアフリーの解消が
難しい現状だが、室内の段差については出
来る限り解消している。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

アルコール消毒や次亜塩素酸ナトリウムでの消
毒を実施。児童への手洗いの徹底と指導を行っ
ており、手洗い場はペーパータオルを設置するな
ど衛生面の対策を徹底している。

95％が「はい」と回答
衛生面とともに、感染症対策にも取り組みな
がら、安心、安全な施設作りに励んでいく。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

毎週会議を行い、改善すべき点を共有し日々業
務の改善に努めている。

今後も、会議の中にPDCAサイクルを取り入
れながら、今以上に職員の参画のしやすい
雰囲気を作っていく。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

他事業所との交流などから必要な意見を取り入
れ、よりよい業務ができるよう改善を行っている

今後も、業務改善できるように他事業所との
交流を取り入れて、たくさんの意見を参考に
できるようにする。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

県や市への研修の参加、事業所内研修だけでな
く、他事業所とも連携し、勉強会をしている。事業
所内会議で事例検討を行い、職員の知識・資質
の向上を計っている。

事業所でおこなう研修については、内容を見
直して更なる職員の知識の向上に努めるよ
うにしていく。また、公的な会議や研修会の
参加もしていく。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

契約時とその後も随時行っており、相談支援員
の計画とすり合わせて作成している。

利用児童や保護者のニーズに沿った計画の
作成に取り組んでいく。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

随時見直しを行い、各ケースの情報を共有して
いる。毎週の会議に加え、期毎に全員で計画達
成について振り返り時期計画について必要な支
援ができるよう話し合っている

達成課題や未達成課題について、児童の状
況を把握し、検討して新たな計画の作成に
反映させていく。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

アセスメントをもとに、職員と情報共有をして、支
援に反映させている。

支援をするにあたって、十分な説明をして支
援をして、新たな計画の作成時の具体的な
支援に盛り込んでいく。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

計画に基づいて支援を行っている。支援が適切
かは随時見直しを行っている。

100％が「はい」と回答
結果に満足せず、これからも計画や支援を
おこなっていく。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

担当制ではあるものの全員で支援を考えてい
る。イベントなども季節に合った行事などを全員
で考えている。各利用者の特性に合わせ、一律
ではなく複数の活動が提案され、児童にとって必
要な活動は費用がかかっても積極的に採用して
いる。

毎月のおしらせやブログを通じて、活動内容
を発信していく。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

各家庭の都合を考慮しながら可能な限り、保護
者、利用者のニーズに合わせて支援を行ってい
る。

放課後の活動や余暇の活動、休日の活動
と、児童や保護者のニーズに合わせて、きめ
細やかな支援を提供できるように努める。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

季節や子供の課題に合わせて、プログラムを柔
軟に変更している。プログラムが子供にとって適
切なものであるかどうかは随時見直している。

児童の障害特性によっては活動を固定化を
することで、安心して過ごせることもあるが、
将来のことも考え予定変更や外出などにも
取り組むなど訓練もしていく。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

どの職員がどの役割を分担するかなどが徹底し
て伝えられている。その日の体調や学校での特
記事項などもビジネスチャットなどを活用しリアル
タイムで全員に共有されている。

支援内容や対応職員の役割が適正か、会
議で話し合いもおこない、見直しをしながら
今後も進めていく。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

業務日誌のみでなく、口頭やビジネスチャットな
どでも日々引継ぎを行っている。すべての職員が
どのような活動が行われたかを振り返ることが出
来るようにしている。

集めた情報から、必要のあることは会議録
に載せたり、回覧するなど、情報共有をでき
るようにしていく。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

日々の支援は、利用者に作っている連絡帳や業
務日誌をもとに記録をつくっている。週に一回の
会議にて、支援の確認や情報共有、見直しを
行っている

会議で見直した結果をすぐに支援に繋げ、
改善している。必要な時は新たに見直しを行
えるシステムを続けていく。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

定期的なモニタリングのみではなくご自宅への送
迎の中でも、保護者とお話しする時間があり、支
援に繋げている。個別懇談だけではなく緊急時
は支援会議を要請し支援計画の見直しなども
行っている

保護者のみでなく学校や相談支援事業
所とも密に連携し、児童の情報を集め、
モニタリングに活かしている。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議へり参画

児童発達支援管理責任者のみではなく、その児
童に主にかかわっている職員が担当者会議に出
られるよう配慮し、活きた情報の共有ができるよ
うにしている。積極的に情報共有も行い、児童の
より良い支援につなげる。

これからも職員間で連携しながら、情報
の共有に努めていく。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

該当なし 該当なし

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

該当なし 該当なし

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

特に連絡帳等を活用し、必要な児童には水分摂
取の時間やトイレの時間等も細かく伝え、スムー
ズに連携が行えるよう努力している。必要な場
合、日ごろの様子などの情報共有を行っている。
要請があれば学校の様子を見せてもらいアドバ
イスを行っている

送迎時に学校と密に情報共有をしてい
る。必要があるときには担当者会議をお
こなう。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

児童の進路に合わせて割りばし作業やさをり作
業、蓋閉めやねじ締めなどの作業訓練などを実
施。就職予定の作業所と連携し作業を行うことも
ある。その作業の様子は就職先に情報提供を行
えるようにしている。

移行先の事業所への引継ぎ等、学校や
相談支援事業所と連携をとりながら、情
報をまとめて共有できるように努める。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

研修の情報を収集し、必要な研修には積極的に
参加できるように会議などで共有している。職員
の専門性を高めるため専門分野に特化した研修
も取り入れている。

必要な研修には積極的に参加して、新
たな知識や情報を取り入れて支援に活
かしていく。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

障害のあるなしに関わらず地域に出て社会経験
をする機会を作っているが、特に行事等で積極
的に交流を持つことはしていない

行事等で他事業所との交流を考えてい
たが、感染症の関係もあって、十分に取
りくみをおこなえなかったため、状況を見
ながら機会を設けることを考えていく。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

自治会への参加、地域住民との挨拶など、地域
の人とかかわり、活動を理解してもらう努力をし
ている。

今後も地域の方との交流を絶やさず、地
域のイベント等への参加をして、開かれ
た事業の運営に努めていく。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

保護者にも契約時に説明を行い、別途費用が発
生するものに関しては事前の説明を行っている
保護者に選択してもらう。

85％が「はい」と回答
説明が周知できていない可能性がある
ため、モニタリングや送迎時に改めて、
説明をおこなっていく。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

定期的な個別懇談会にて、計画を示しながら説
明をおこなっている。

100％が「はい」と回答
現状に満足せず、今後も説明を徹底し
ておこなっていく。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

必要な児童には課題の取り組み方や関わり方の
専門的な知識を教えるなど、保護者支援も含め
て取り組んでいる。

55％が「はい」　「どちらともいえない」
20％　「いいえ」1％　「わからない」20％

現状は少しずつ取り組んでいっている中
で、全体の児童に行えていないところが
ある。保護者のニーズに合わせて、今後
の展開を考えていきたい。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

送迎時に保護者と児童に関して積極的に情報共
有している。保護者との密な連携が出来るよう
に、送迎時だけではなく必要な場合、メールでの
やり取りなどで情報共有できる努力をしている。

100％が「はい」と回答
これからも、保護者の方々との連携を続
けて、児童の状況等の共通理解を深め
ていく。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

面談等を通じて保護者の悩みなどを聞き取り対
応を伝え、必要に応じて関係機関と連携してい
く。

100％が「はい」と回答
現状に満足せず、相談を受けた時には
必要な助言等を行るようにしていく。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

希望者には実施しているが、現状積極的に実施
はしていない。

5％が「はい」と回答　「どちらともいえな
い」25％　「いいえ」25％　「わからない」
40％

保護者の方から「実施しないでほしい」と
いう意見が多数ある。利用を公にしてい
ない児童もいるため、状況に応じて検討
していく。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

事業所内で対応を共有、確認し、苦情発生当日
にできるだけ迅速に対応している。苦情内容に
よっては保護者への周知も行い、市役所など公
的機関への報告も行う

85％が「はい」と回答
「わからない」1１％
(※保護者からの苦情なし)

苦情対応マニュアルをもとに、迅速に報
告をおこない、苦情が起きないように会
議で検討等出して気を付けていく。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

それぞれの障害特性にあった意思伝達（口頭で
伝えるのではなく可視化するなど）の方法を配慮
している。

100％が「はい」と回答
これからも、意思疎通・情報伝達のため
の配慮について、情報共有や関係機関
の連携をとりながら進めていく。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

ブログや月に一度の活動のお知らせ、写真付き
連絡帳や持ち帰った作品などで活動概要がわか
るように配慮している。また、台風等、季節ごとの
開所等の発信もおこなっている。

95％が「はい」と回答
「わからない」5％

これからも月1回以上の発信や、ホーム
ページの更新、おたよりを配布して保護
者への発信に努める。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 個人情報については鍵の付いた書庫で管理し、書類の持ち出しなどはしないように徹底している。個人情報が特定されるものには目隠しをするなど来客時の対応も徹底している。100％が「はい」と回答
会議にて、職員間でも個人情報の取扱
いに十分注意するように周知する。今後
も継続して行っていく。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

契約時に、すべてのマニュアルを保護者に説明
している。またすべての職員が見れる場所に各
マニュアルを保管し、会議でも話しあっている。

100％が「はい」と回答

防災に関する新しい情報を常に取り入
れて更新し、マニュアルの見直し、職員
間の周知徹底、保護者へのお知らせも
していく。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

年に２回児童も含めた避難訓練の練習も定期的
に行っている。曜日によって参加できなかった児
童には防災プラザなどでの避難体験などを実施
し災害の発生に備えている

85％が「はい」と回答
「どちらともいえない」5％
「わからない」10％

年3回の訓練のみでなく、防災センター
の活用などを行っているものの、周知が
しきれていない部分があった。

21％が「はい」と回答　　「どちらともいえ
ない」が26％　「いいえ」が10％　「わから

ない」が43％
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

3
虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

虐待研修などを受けてるように指導しており、今
年度も全員が虐待研修に参加している

これからも積極的に外部研修の参加に
取り組み、支援の見直しや虐待に関す
る知識をつけていく。また、外部研修で
取り組んだ内容を、施設内の研修にも
落とし込んでいく。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明、了解を得た上での児童発達支援
計画又は放課後等デイサービス計画への記
載

契約時に十分に説明を行い、重要事項説明書に
記載している。

現在、計画に盛り込んでお伝えしている
が、利用時に重要事項説明書を通して
伝えていくこと、施設内の掲示、送迎時
に説明する等、定期的に行っていく。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

嘱託協力機関と連携し、重篤なアレルギーを持
つ子供の対応については、指示を仰ぐ。

アレルギー症状に関しては今後も契約
時などに保護者に聞き取りを行う。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハット事例は事業所内で作成し、会議で情
報共有をし、検討している。個人情報にかかるも
のは鍵付きの書庫で管理している。

今後も事故のないように意識の向上に
努め、ヒヤリハットの共有、検討を行って
いく。

子どもは通所を楽しみにしているか 95％が「はい」と回答
これからも、児童が安心して通える施設
であるように努力していく。

事業所の支援に満足しているか 100％が「はい」と回答
今後も、支援の質の向上、適切な支援
の提供をおこなっていく。

非
常
時
等
の
対
応


